
大分県での災害時における外国人対応

のための防災アプリの開発
避難⽤語・避難所に使⽤できる
アプリ開発及び使い⽅の検証

概要

アプリ内容

今後の展望

事業の⽅向性（災害時のために）
事業内容

大分大学経済学部 朝美ゼミ

多くの外国人観光客を受け入れている日本
において災害時には多言語対応の放送も充
実してきている。しかし、未だ多くの外国
人が災害時には路頭に迷っている。避難所
までの経路や実際にどのように動いてよい
のかわからない。大分県おいても同様な問
題が起こると想定し、有事の際の安全な命
を守る避難方法を多言語で提供したい。

事業背景・⽬的
別府市は多くの外国人観光客を受け入れており、同様に多くの
外国人学生や定住者も抱えている。旅行者を含めての住民に対
しての災害時の取り組みに関してより一層の準備と避難経路へ
の定着、また防災意識の向上が期待できる。さらに今後別府市
がより安全に観光客を誘致することにも寄与できると考えてい
る。地域への実際の試験運用までは現在のところ実施できてい
ない。学内の限られた場所での運用のみの試験となっているが、
今後実地レベルでのテスト運用を重ねていき、改良を重ねたい。

地域への成果・効果

今回のアプリ開発を通じて、災害時に必要なコンテンツや情報、
サービスについて多くの知⾒を得ることができた。アプリ、サイ
トの開発においてもまだまだ改良を重ねられる部分は多いと思わ
れる。利⽤者の精神的サポート⾯も含めた、今後の実証検証など
の検証を通じて利⽤者が求める理想のコンテンツを創り出せるよ
うに活動を続けていきたい。

IT技術を用いて、国籍宗教を問わず、

別府市を中心とする大分県全域に滞在する
外国人の防災意識の向上させるとともに、
災害時の避難経路・避難所への適切な誘導
を目指す。さらに避難所などでの必要な情
報へのアクセスの簡略化を目指す。

ターゲット層

別府市を中心とした大分県の日本人および
インバウンドを含む外国人

取組んだ内容

学生は未経験からアプリ開発に挑戦し、
その開発に当たっては、地域企業の支援
を受けた。私たちは、災害の種類を学び
大分県には様々な災害があることを学ん
だ。さらに外国人講師を招き、実際に日
本で災害が起こった際に、何に困ってい
るのかなどの調査を行った。その結果、
災害の大きさによる色分けが有効であっ
たり、多言語対応やピクトグラムを活用
するのことの大切さを学んだ。
このような事前学習から、AI技術を駆使

し、別府市を含む大分県への災害に対す
るより強い街づくりを目指した。試運転
では現在地から最寄り避難所の表示、多
言語対応のAIチャット機能の動作を確認

した。大分県の特産物である椎茸をキャ
ラクターに採用する工夫も行い、AIチャ

ットには孤独を感じがちな避難所生活で
も話し合いの一助になるような工夫を加
えた。開発に課題はあったが、専門家の
助言を得ながら進め、今後さらなる検証
が求められる。

サイトのメニュー（英語でクリックす
ると詳しい内容がわかる）

近くの避難所までの道案内と、地震の詳しい説明

心も休まるAIチャット


